
Application Form
for UNIDO ITPO Tokyo’s Environmental Technology Database
Company data　＜御社の組織に関する情報＞

	Name 

会社名
	

	Address

本社所在地
	

	Capital
御社の資本金（JPY, USD, or EUR etc.）
	

	Contact person 

Name, Telephone/Fax, E-mail

連絡先（担当部門・ご担当者）：
ご担当者の氏名、電話番号、ＦＡＸ番号、Eメールを記入ください。当該技術に関心のある海外機関が直接この連絡先に連絡されます。
	

	Number of employees

従業員人数
	

	Date of company foundation

設立年月日
	

	The type of business

業種を分かりやすく記してください
	


International operation　＜御社の海外業務に関する情報＞

	Number of employees for international operation(including overseas operation, if any) 

海外業務に従事されている従業員人数を記入ください（駐在員の方がいらっしゃる場合は含めてください）。
	

	Overseas offices*

海外に拠点がある場合は、列記ください。
	City , Country
	Name of company (if applicable) 

合弁や子会社など、会社名が御社と異なる場合は、当該会社名も記してください。

	
	
	

	
	
	

	
	
	


* Overseas offices of alliance members and/or consortium members are also accepted.

＜提携先の拠点などで、実質的に御社の事業における現地代理店となっている場合は、記載していただいて結構です。＞
Modality of business transaction

＜技術移転におけるビジネス形態に関する意思を明示ください。該当する項目に1つまたは複数○を付けていただき、想定されているビジネスを簡単にご説明願います。＞

	Mark ○, if applicable
	Mode of business
ビジネスの形態
	Brief description　

簡単な説明

	
	Direct Investment　＜直接投資＞
現地で直接投資をして、ビジネスとして、一から立ち上げたい。例）キーとなる部品は日本から持ち出すが、汎用部品は現地で調達し、現地にて組立工場を自己資本で建設予定。
	

	
	Partnership　＜パートナー契約＞
現地において、既存業者とパートナー契約をして、技術移転したい。例）最初は、製品を輸出し、現地のパートナーにてメンテナンスを任せたい。将来的には、組立までパートナーに任せたい。
	

	
	Export of product　＜製品輸出＞
現地にはスタッフを置かず、製品を直接日本から販売したいが、将来的には現地に営業窓口・現地法人を置くことを考えている。
	

	
	Licensing of patent　＜特許ライセンス＞
現地で技術のある事業者があれば、特許をライセンシング（実施許諾）するので、現地で生産してほしい。
	


Technology data ＜今回ご応募の技術に関する情報＞

	Name of technology

技術の名前を簡潔に5 words以内でお願いします。

ホームページにリストアップされるので、そこで何に関する技術なのか分かるような記述が望ましいです。
	

	Field of the technology*添付の分類表から選択ください。
	Major category 


	Sub-category 

	Conceivable applications該当技術の用途を簡潔に記述ください。こちらの内容がウェブページ冒頭に掲載されます。当該技術の一般的認知度が高くない場合もありますので、極力、本技術説明も加えてください。
	

	Performance 

当該技術の持つ性能を、なるべく定量的に記述願います。
	

	Technical maturity 

Past record of introduction

販売台数、実績年数など定量的な実績を記述してください。Conventionalで安定した技術なのか、State-of-the-artであまり実地での実績がない技術なのか、という情報を提供することが目的です。
	

	Competitive advantage 競合技術に対する比較優位を、性能面、または初期費用や運用費用を含むライフサイクルコストの点から記述願います。貴社の営業上の「売り」と考えて頂ければと思います。この部分の記述に魅力がないと、海外の担当者が興味をもたないと思われます。また、こちらの内容がウェブページ冒頭に掲載されます。
	

	Conceivable risk

想定されるリスクを記述願います。
	

	Information on patent related to this technology (if applicable)

特許を取得している場合は、番号を記入ください。
	


Schematic illustration of the technology
（当該技術に関して、追加説明、お写真やビデオのリンク先などございましたら、こちらにご記入ください。）
Appendix Table
応募用紙の「Field of the technology」の記入内容を下記の分類表から選択ください。
A. Low carbon and energy conservation

（気候変動対策と省エネ）
Technologies to reduce CO2 emission or improve energy efficiency in industries and households.
（低炭素・低排出技術、あるいは産業・家庭内電力使用の効率化を推進する技術）
（A-1）Agriculture, fishing, and forestry

（農業、漁業、林業）
（A-2）Industry




（工業）
（A-3）Buildings and household


（建物（ビルと住宅））
（A-4）Energy efficiency



（発電部門）
（A-5）Renewable energy


（再生可能エネルギー）
（A-6）Cogeneration



（コンジェネレーション）
B. Prevention and destruction of pollution

（環境汚染対策）
Technologies to prevent and destruct pollution of environment such as air, water or soil.
（大気汚染、水質汚染、土壌汚染などの環境汚染を防止、あるいは改善する技術）
（B-1） Ozone-depletion substances (ODS)
（オゾン層破壊物質（ODS））
（B-2） Air pollution 



（大気汚染）
（B-3） Industrial waste water


（工業排水）
（B-4） Sewage




（下水）
（B-5） Land water



（陸水）
（B-6） Ocean




（海水）
（B-7） Soil and underground water

（土壌や地下水）
（B-8） Urban and living environment 

（都市と住環境）
C. Waste treatment and management

（廃棄物処理とリサイクル）
Technologies contribute to waste treatment or waste management, including 3R (reduce, reuse, recycle).
（３R（リデュース・リユース・リサイクル）等の廃棄物処理およびリサイクルに関する技術）
（C-1） Recycling of plastics


（プラスチックリサイクル）
（C-2） Recycling of glass


（ガラスリサイクル）
（C-3） ELV (end-of-life vehicles) 

（自動車リサイクル（ELV））
（C-4） Production process


（製造プロセス）
（C-5） Municipal solid waste


（一般廃棄物）
（C-6） Industrial waste



（産業廃棄物）
（C-7）
Medical waste



（医療廃棄物）
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